
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 事例紹介

目標設定を行い、体力・運動能力調査を実施する様子 



  

 

 

体力・運動能力の向上、正しい生活習慣の確立および歯科保健指導等に積極的に取り組んでいる学校の取組事例

を掲載しています。各学校においては、この事例を活用し、教職員全体の共通理解を図り、学校の教育活動全体を

通した体力・運動能力の向上、健康教育の推進を図りましょう。 

 

【小学校の取組事例】 

（１）運動の楽しさを感じさせる体育の授業と運動の日常化を目指した取組    【柴田町立船迫小学校】 P45 

（２）栄養教諭と連携した肥満指導の取組                   【白石市立福岡小学校】  P46 

（３）地域とともに体力向上を目指す取組                   【塩竈市立玉川小学校】 P47 

（４）「食の自己管理能力を育てる食育をめざして」 

望ましい献立を考え、実践しようとする意欲を育てるための実践を通して 【松島町立松島第五小学校】 P48 

（５）日常的な放課後外遊びと体力・運動能力調査２回の実施等を通した 

体力向上の取組                          【東松島市立矢本東小学校】  P49 

（６）強くたくましい子の育成を目指し、学校教育活動全体を通じた 

体力向上の取組                            【大崎市立沼部小学校】  P50 

（７）体力・運動能力向上に向けた授業改善                 【気仙沼市立大島小学校】 P51 

（８）たくましく健康に生活しようとする児童の育成 

～「運動習慣」の実践を中心に～                  【仙台市立北六番丁小学校】 P52 

 

【中学校の取組事例】 

（１）生徒の運動意欲を高め、体力向上を図る取組 

～単元構成及び、体力テストの取り組ませ方の工夫を通して～        【白石市立白石中学校】 P53 

（２）「クリケット」が体力テストに及ぼす好影響                   【亘理町立亘理中学校】 P54 

（３）自らの課題を捉え、課題解決に粘り強く取り組む生徒の育成              【登米市立中田中学校】  P55 

（４）小中連携と体力の向上を図るための授業改善               【栗原市立志波姫中学校】 P56 

（５）運動不足による体力低下の改善を図る取り組み 

～運動の必要性への意識を高める指導の実践～             【栗原市立栗原西中学校】  P57 

（６）運動習慣を身に付けさせ、主体的に体力向上を目指す生徒を育む取組   【気仙沼市立面瀬中学校】  P58 

（７）自己の健康について考えることのできる生徒の育成            【仙台市立生出中学校】  P59 

                                     

 

 体力・運動能力向上、健康課題解決に向けた取組事例の紹介 



 

  柴田町立船迫小学校                                                          
 運動の楽しさを感じさせる体育の授業と運動の日常化を目指した取組
 
１　学校規模 
 (１)児童数  　　男子 165 人　女子 181 人　計 346 人 ①ウォーミングアップ 
 (２)学級数　　　17 学級(特別支援学級４学級) 　元気いっぱい！しば体操 
 ②つなぎの運動 
２　学校や生徒の実態 ○例【５年生・台上前転】 
 (１)本校では、学校生活や学習活動の基盤は、心と体 ・全員ができる開脚跳び 
　の健康にあると考え、運動の楽しさを感じさせながら ・ステージの段差を使った台

　体力の向上を目指す授業実践を行っている。 　上前転後半の動きの練習 
 (２)外遊びを推奨している。特に、火水木曜日の業間 柴田の桜の木の様にぐんぐん伸びて！ ○例【１年生・跳び箱運動】 
　休みには、全校児童で外遊びをしようと呼び掛けてお 　　 ウォーミングアップとし ・平均台をくぐらせる 
　り、業間休みや放課後には、たくさんの児童が校庭で 　て、町内勤務の先生と仙台 ・跳び箱を踏ませる

 　元気に遊んでいる。 　大学で考案した「元気いっ
 (３)新体力テストでは、例年、低学年で多くの種目で   ぱい！しば体操」を行っている。また、メインの活 
　県平均よりも下回る傾向がある。低学年の外遊び場所   動につなげるつなぎの活動を題材から考え、児童に 
　が、中高学年の場所と異なり狭いこと、そして遊具遊   取り組ませている。これにより、ウォーミングアッ 
　びやボール遊びが制限されることの影響があるものと   プからメインの活動にスムーズに移行できている。
　考える。また昨年度は、様々な制限の影響からか記録 　また、授業でのけがの防止にも効果を発揮している。 

 　が伸び悩み、下がった学年もあった。  (２)学校行事・Web  大会に向けた業間時間等の取組
 　　本校では、１１月中旬に持久走記録会を、(低学年
３　取組の成果 　610m、中学年 1200m、
(１)新体力テストの結果から 　高学年 1500m)を実施し

※網掛けは県平均を上回ったもの   ている。記録会に向け 
上体おこし 反復横跳び 20m ｼｬﾄﾙﾗﾝ   て、１０月中旬からの

１年男 14.7(11.5) 26.1(26.5) 20.3(17.6) 　火・木曜日の業間休み 
１年女 10.5(11.3) 27.7(26.0) 17.0(15.1)   に、「ランランタイム」
２年男 14.9(13.8) 30.6(30.2) 23.9(25.6)   として児童と教職員が 
２年女 14.3(13.1) 28.9(29.2) 18.4(20.4)   一緒になって校庭を５ 
３年男 15.5(15.4) 32.9(33.2) 35.1(31.2)   分間走る取組を行っている。持久走記録会に向けて
３年女 12.2(15.1) 30.2(32.1) 25.5(25.0) 　の試走では、回を重ねる毎に、記録を伸ばしいく児
４年男 22.7(16.9) 40.8(36.8) 57.0(37.0) 　童が増えている。また、県教委主催の Web 長なわ大
４年女 17.4(16.5) 38.3(35.7) 35.1(29.4)   会に合わせ、２月中旬に長縄記録会を行っている。 
５年男 20.7(18.5) 47.0(40.6) 57.7(43.0)   体育のウォーミングアップとして、また学級づくり 
５年女 18.0(18.0) 44.2(39.1) 41.8(35.7)   も兼ねて、業間休みや放課後等を使い長縄跳びを行 
６年男 21.2(20.6) 43.6(44.0) 51.0(50.7)   っている。Web 上や校内
６年女 21.0(18.7) 43.5(41.4) 45.6(39.1) 　掲示物で日々更新される

※左数字は今年度本校平均(括弧内数字は令和４年度宮城県平均) 　記録を励みに、児童と担
　  低学年も含め、握力や立ち幅跳びではほぼ全学年で 　任が一体となり意欲的に
　前年度の県平均を上回った。例年、県平均を上回る学 　取り組んでいる。令和４
　年が２学年ほどである３つの種目(上体起こし、反復 　年度は、３年２組が後期
　横跳び、２０ｍシャトルラン)でも、上の表にあるよ 　最高記録の部で優勝、ま
　うに前年度の県平均を大幅に上回った。 　た後期累計記録の部で多

   ４～６学年の３年間の新体力テスト総合評価(数字は％)  　くの学級が上位に入賞し
  令和３年度 令和４年度 令和５年度 　た。
 ＡＢ ＤＥ ＡＢ ＤＥ ＡＢ ＤＥ   (３)跳び箱強化週間の取組

６年男 28.0 44.0 33.3 45.8 34.8 34.8      今年度の新しい取組として、１１月の後半から２
６年女 42.9 28.6 50.0 14.3 58.1 16.1  　週間跳び箱強化週間を設定した。瞬発力や筋力を向
５年男 59.1 27.3 35.0 30.0 54.2 16.7  　上させることと跳び箱に対する苦手意識を減らすこ
５年女 56.5 13.0 52.4 38.1 63.6 18.2  　と。そして、跳び箱やマットの準備には時間を要す
４年男 30.3 26.7 48.3 20.7 63.0 11.1  　るため、それらを２週間常設することで、授業中の
４年女 27.7 38.3 46.8 34.0 48.9 26.7 　活動時間を確保することを目的としている。 

※網掛けの数字は、所属学年の前年の結果よりも上回ったもの  (４)対外的大会(陸上・駅伝)への参加奨励 
    令和５年度総合評価 A の児童が７０名おり、全体     希望者を募り、仙南地区の陸上大会や駅伝大会に
　の２０％を達成した(そのうち３名が８０点満点)。昨 　参加をしている。参加者には放課後に校庭や体育館

 　年度の級よりレベルアップした児童も１０６名いた。 　で、１時間程度の練習の時間を設けてきた。全体で
　　４～６学年のそれぞれ過去３年間の総合成績を比較 　ウォーミングアップを行い、それぞれの専門種目を
　すると、学年が上がるにしたがい、Ａ・Ｂと評価され 　行ってきた。大会を重ねる毎に参加者も増えるなど、
　た児童の割合が増加し、Ｄ・Ｅと評価された児童の割 　児童や保護者の関心も高まってきている。今年度は、 
　合が減少している。それぞれの学年で着実に児童の運   全国小学生陸上競技交流大会宮城県大会で女子コン
　動能力が向上している。 　バインドＡで優勝し、本校では２２年振りに全国大

本校と柴田町の肥満度２０％以上の児童の割合(数字は％) 　会に出場した。 
 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5  
 柴田町 12.9 12.4 13.3 14.7 12.7 14.7 13.8 ５　今後の課題 

船迫小 12.6 11.3 12.6 11.4 8.9 12.1 10.8  (１)日常の生活の中で進んで運動に取り組む意識をさ
    令和４年度は、肥満度２０％以上の児童の割合は増 　らに高めていく。また、低学年児童の運動能力向上
　加したものの、今年度は減少し、例年よりも肥満傾向 　のため、遊具やボールを使えるように学校体制を整

  　にある児童が少なくなった。 　え、施設や体育備品を充実させたい。
  (２)児童の体力をさらに向上させていくためにも、学
４　具体的な児童と生徒の反応 　習や生徒指導面だけでなく、運動能力などについて
 (１)授業開始のウォーミングアップとつなぎの運動 　も中学校へ引き継ぎ、連携を図っていきたい。



 

 

 

 

１ 学校規模 

（１）児童数 

   男子７６人 女子７２人 計１４８人 

（２）学級数 

   ９学級（特別支援学級３学級） 

 

２ 学校や児童の実態 

（１）各学年に肥満傾向の児童がいる。 

（２）給食の残食が多い。特に、副菜や汁物の残食

が多い。 

（３）肥満傾向の児童やその保護者からの聞き取

りでは、偏食や間食の摂りすぎなど、食生活

に課題がある家庭が多い。 

 

３ 取組の成果 

（１）肥満率の減少 

令和３年度 18.3％ 

令和４年度 18.3％ 

令和５年度 17.6％ 

   

（２）残食の減少 

 副菜 汁物 

令和３年度 32.87％ 16.00％ 

令和４年度 22.10％ 13.15％ 

 

（３）受診率の向上 

令和３年度 27.8％ 

令和４年度 33.3％ 

令和５年度 42.9％ 

    ※令和５年度は 12月時点のもの。 

中等度肥満、高度肥満は、医療機関の受診を

勧めている。年々受診率が上がっている。 

 

４ 具体的な取組と児童や保護者の反応 

（１）令和４年度の取組 「ＰＴＡ講演会」 

給食の残食や偏食、肥満の現状を伝え、家庭

と協力して健康課題改善が図れるよう、ＰＴＡ

対象の講演会を実施した。白石市学校給食セン

ターの栄養教諭から、子供の肥満や成長期の食

生活について講話をしていただいた。後日、講

演会で紹介された野菜を使った給食レシピを保

健だよりに掲載したところ、家庭で実践したと

いう声が多く聞かれた。 

また、保護者から、肥満に関する健康相談が 

 

 

 

増え、肥満度の高い児童が、毎日家庭で体重測

定をしたり、医療機関を受診したりするケース

も増え、生活習慣の改善がみられた。 

 

 

 

 

（２）令和５年度の取組 「食に関する指導」 

校内で特に肥満傾向児の割合が多い３年生を

対象に、「おやつのとり方」について栄養教諭と

担任がＴ．Ｔ．で指導を行った。普段食べている

おやつのカロリーを計算したり、実際に階段を

上り下りして摂取カロリーを消費するための運

動量について考えさせたりした。指導後の感想

では、「おやつの内容や運動量を意識した生活を

送りたい。」など、自分の生活を見直す良い機会

となったことが窺えた。 

また、授業で使用した教材は、肥満傾向児童

を対象とした個別肥満指導でも活用したほか、

市養護教諭部会でこれらの実践を共有した。市

養護教諭部会では、各校の肥満指導の取組につ

いて毎回情報交換を行っており、作成した資料

は市の共有フォルダーを活用して共有している。 

 

５ 今後の課題 

（１）受診や定期体重測定などに消極的な児童や 

保護者への支援。 

（２）肥満改善予防に向けた取り組みへの、児童 

と保護者の意欲の継続。 

白石市立福岡小学校 

栄養教諭と連携した肥満指導の取組 

 



  

 

１ 学校規模 

(1) 児童数  男子163人 女子157人 計320人 

(2) 学級数  17学級（特別支援学級5学級） 

 

２ 学校や児童の実態 

(1) 令和４年度体力・運動能力調査の結果 

  ・Ａ評価13%、Ｂ評価34%、Ｃ評価29%、Ｄ評価19%、

Ｅ評価4%であり、半数がＣ評価以下である。 

(2) 学校や地域の環境と取組 

  ・学区内に公園や児童の遊び場が少ない。 

  ・昨年度から５の付く日を「外にGoGoDay」として

外遊びを奨励している。 

  ・下学年の放課後の遊びを支援する地域の取組「わ

くわく遊び隊」を平成29年度から継続している。 

 

３ 取組の成果（表2～5の全国の値は令和４年度のもの） 

表１ 総合評価では、令和４年度の結果では、Ｃ、

Ｄ、Ｅ評価（52%）が半数を上回っていたが、令和５年

度の結果においては、Ａ、Ｂ評価（56%）が半数を上回

った。シャトルランと立ち幅跳びについては、令和４

年度には全国調査結果との差が５ポイント以上あった

が、表２～５あるように全国平均を大きく上回ったり、

その差が小さくなったりした学年があり学校全体とし

て大きな改善が見られた。 

[表１ 総合評価］ 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

Ｒ４ 13% 34% 29% 19% 4% 

Ｒ５ 16% 40% 30% 12% 1% 

[表２ シャトルラン（男子）]     単位：回 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

全国 18.1 27.7 35.1 42.7 51.1 57.4 

玉小 28.6 38.7 46.0 44.9 55.2 65.6 

[表３ シャトルラン（女子）]     単位：回 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

全国 15.6 21.5 27.7 33.9 40.4 45.0 

玉小 29.5 29.5 36.2 35.5 41.1 46.1 

[表４ 立ち幅跳び（男子）]      単位：cm 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

全国 116.9 127.4 136.5 145.2 156.0 166.1 

玉小 127.1 133.3 138.3 152.1 154.3 171.1 

[表５ 立ち幅跳び（女子）]      単位：cm 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

全国 108.4 119.6 128.2 137.9 148.6 154.7 

玉小 125.3 126.1 134.7 147.1 149.4 153.0 

 

 

４ 具体的な取組と児童の反応 

 (1) 地域の講師を活用した研修と測定 

   正しい測定結果が得られるように、地域のスポ

ーツ協会や地域コーディネーターと連携し、教職

員の事前研修会及び測定時の支援をいただいた。 

事前研修会では、全教員が技能を高める運動の

紹介や正しい測定方法の指導を受け、学校での取

組や体育科の授業の見直しを図った。 

     その結果、児童

の測定に係る運

動技能や意識が

高まり、目標値達

成に向けて意欲

的に取り組む姿

が見られた。 

 (2) 地域と連携した体を動かす習慣の定着 

     学校では、５の付く日を「外にGoGoDay」と称し

て、教員も子供も外に出て遊ぶことを奨励してい

る。また、地域に子供が遊べる公園が少ないこと

から、平成 29 年から継続している市の取組とし

て、低学年の放課後の遊びをプロデュースする「わ

くわく遊び隊」が行われている。 

   「外にGoGoDay」には、計画を立て遊ぶ学級が増

え、みんなで外遊びをすることが定着しつつある。

また、わくわく遊び隊に参加している児童におい

ては、体力・運動能力調査でＣ、Ｄ評価の児童が

いない。 

５ 今後の課題 

(1) 学校・家庭・地域が一体となった取組の充実 

  学校で行っている「外にGoGoDay」、市で行って

いる「わくわく遊び隊」を継続していくとともに、

成果を家庭へ知らせ、家庭で運動遊びを行うこと

の重要性の理解と時間の確保を呼び掛けていく。 

(2)  一人一人の目標設定 

   県が示している「年齢別の各種目目標値の設定

表」を継続して活用し、一人一人が発達の段階に

おける自分の目標値を意識して体力・運動能力向

上に取り組めるようにする。 

塩竈市立玉川小学校 

地域とともに体力向上を目指す取組 



 

 

 

 

 

 

１ 学校規模 

（１）児童（生徒）数 

   男子３８人  女子２１人   計５９人 

（２）学級数 

   ８学級（特別支援学級２学級） 

 

２ 学校や児童（生徒）の実態 

（１）本校は松島町の中でも内陸に位置し、小さ

な団地と昔からの永住者世帯が混在している。   

また児童の多くは祖父母と同居している。 

（２）学区内にはスーパーやコンビニがなく、買

い物はほとんどが自家用車で松島町の海岸方

面もしくは近隣の町外にある店舗を利用して

いる。 

（３）（１）、（２）のことからも児童は自分で食事

を用意したり自力で食材、食料を買いに行っ

たりする生活経験が少ない。 

（４）栄養素や学校給食の献立に対する興味はあ

るが、授業で身につけた知識や技術を生活の

中で活用しようとする意欲が十分ではなかっ

た。 

 

３ 取組の成果 

（１）授業後のワークシートから、児童が食事の

栄養について興味を持つだけでなく、「家庭で

も実際に栄養バランスを考えた献立を立てて

調理をしてみたい」「組合せを意識した献立を

立ててみたい」という感想が得られ、意欲を

高めることができた。 

（２）ハッピーランチタイムの計画カードや振り

返りカードから、「献立計画から自分で立てて

みた」「考えた献立から材料や買い物リストを

考えた」「普段は一緒に行かない買い物も一緒

に買い物へ行った」と記入した児童が増加し

た。また、９８％の児童、保護者が前向きに参

加し、楽しく参加できたと回答していた。 

（３）給食の献立を三色食品群に分けてまとめた

ホワイトボードの掲示や、生産地のランキン

グの掲示物に全校児童が興味を持って見る姿

が増えた。 

 

４ 具体的な取組と児童（生徒）の反応 

（１）栄養バランスの整った献立づくりの学習 

  児童が生活の中で自ら進んで栄養バランスを 

考えた献立を立てられることを目標とし、第 

 

 

 

 

 

   

６学年を対象に家庭科の授業を実施した。 

  児童は三色食品群をもとに、食品に含まれる

栄養素の働きや体への影響、彩りや味、地産地

消等も含めて献立づくりのポイントを学習し

た。さらにそれらのポイントを念頭におきなが

らＩＣＴ（ロイロノート）を活用し、自分なり

に既存の料理を組み合わせて一食分の献立を

作り、「主食」「主菜」「副菜」「汁物」「栄養素」

のキーワードを用いて自分が考えた献立を発

表した。 

 

 

 

 

 

（２）ＨＬＴ～ハッピーランチタイム～の実施 

  本校では年２回、以下のような内容で全児童

が自分で弁当を作る取組を実施している。 

①事前に計画カードの記入（チャレンジコー

スの選択や弁当作りの具体的な計画） 

②①をもとに当日の朝に家庭で弁当作り。 

③作ってきた弁当を学校でお昼に食べる。 

④振返りカードの記入。 

コロナ禍等により内容を変更したりカードの

中身を工夫したりし、毎年、工夫・改善を図って

いる。 

 

 

 

 

 

 

（３）保健給食委員会の取組 

  児童委員会（保健給食委員会）の常時活動と

して、毎日の給食の献立をもとに、その日使わ

れる食材を三色食品群に分け、ホワイトボード

にまとめて給食配膳室前に掲示している。また、

児童集会の際に給食の食材を三色食品群に当

てはめて紹介したり、生産地のランキングをま

とめて発表し掲示したりしている。 

 

５ 今後の課題 
 （１）栄養バランスや規則正しい食生活、食品の

安全性等も含めた指導の工夫。 

 （２）栄養教諭や町の保健師、関係機関と連携を
図り、継続した取組を行う。 

松島町立松島第五小学校 

「食の自己管理能力を育てる食育をめざして」 

望ましい献立を考え実践しようとする意欲を育てるための実践を通して 

 

  

 
 



東松島市立矢本東小学校 

日常的な放課後外遊びと体力・運動能力調査２回の実施等を通した体力向上の取組 

１ 学校規模 

（１）児童数 

   男子 243 人 女子 207 人 計 450 人 

（２）学級数 

   17 学級（特別支援学級３学級） 

 

２ 学校や児童の実態 

（１）毎日放課後に外遊びの時間（40分程度）を

設けており、多くの児童が遊びを通して体力

向上に努めている。 

（２）スマホやゲーム、タブレットなど視聴時間

が長い児童がおり、適切な生活習慣を図る必

要がある。 

（３） 徒歩通学を呼び掛けているが、毎日のよう

に保護者に送迎されている児童がいる。 

 

３ 取組の成果 

（１）体力・運動能力調査の比較から 

令和４年度の体力運動能力調査と比較し、

令和５年度は４年男子長座体前屈、４年男女

シャトルラン、５年男女長座体前屈を除く、

すべての種目で記録の向上が見られた。 

（２）第２回体力運動能力調査の実施 

今年度は６月に第１回、11 月に第２回の体

力運動能力調査を行った。第１回と比較し、

１年生で約７割、学校全体で約４割の児童の

記録が向上した。 

 

４ 具体的な取組と児童の反応 

（１）日常的な放課後遊び等の取組 

昨年度から約 40 分間の「放課後外遊び」の

時間を毎日設定し奨励している。十分に体を

動かす機会を確保することは、楽しみながら

体力向上を図るだけでなく、睡眠時間の確保

や生活リズムの改善につながっている。12月

の児童アンケート「進んで外遊びをしている

か」という設問に肯定的な回答をした児童は

約 88％と活動が充実していることが伺える。 

（２）第２回体力・運動能力調査に向けた取組 

第１回調査結果から、ソフトボール投げと

シャトルランの更なる記録向上を目指し、児

童の体力向上を図るため以下の３点を実施し

た。  

① 目指せ！屋上（５か所に設置） 

屋上からロー

プを下ろし、そ

の先端に塩化ビ

ニル管を取り付

け、屋上に向け

て投げる。 

② ストラックアウト 

的に向かって  

ボールを投げる 

器具を考案し、  

学年に応じて的 

から投げる距離   

を変えた。 

①②ともに休み時間や体育の補助運動の一

環として楽しみながら、投げる練習を繰り返

す姿が見られた。 

③  放課後陸上教室 

中学校の体育科教員を講師として招き、専

門的な知見から腕の振り方や足の着き方、50m

走や持久力を高める練習方法を学んだ。 

５ 今後の課題 

（１）外遊びの機会が十分に確保できない時期の 

体力向上をどのように図るか検討していく。 

（２） 体力・運動能力向上のためには、規則正し 

い生活習慣の定着が必要であるため、家庭と 

連携した更なる取組を推進していく。 



 

 

 

１ 学校規模 

（１）児童数 

  男子 104人 女子 114人 計218人 

（２）学級数 

   11学級（特別支援学級２学級）  

 

２ 学校や児童の実態 

（１）休み時間や放課後、校庭で遊ぶ児童が多い。 

反面、ほとんど休み時間は室内で過ごす児童も一

定数おり、二極化が見られる。 

（２）スポーツ少年団の活動などによりソフトボール

投げは県平均を上回っている学年が見られる。 

（３）肥満傾向や慢性的な運動不足により50m走やシ

ャトルランに課題が見られる。また、握力も県平

均よりも低い。 

（４）登下校について、車での送迎やスクールバスを

利用する児童が多く、徒歩通学する児童は近隣の

児童に限られている。 

（５）身長・体重において、男女とも全国平均を上回

る学年が多く、全体的に体格がよい。肥満傾向の

児童は全体で２５％程度いる。 

 

３ 取組の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 長座体前屈やソフトボール投げで県平均を上回って

いる学年が男女ともに見られる。  

また、同一集団でR４年度とR５年度を比較すると、

県平均を上回る種目数が増加している。総合評価でも

AB-DE の割合について、ほとんどの学年男女で向上し

ており、５・６年女子では、AB の割合が DE の割合を

上回るなど、体力の底上げが図られた。 

 

 

 

４ 具体的な取組と児童の反応 

（１）体力調査実施の工夫 

  ① 体力調査は縦割り班で実施 

   し、高学年が下級生の補助をし 

たり、実施項目の動きの手本を 

示したりしながらテストを実施 

した。 

  ② 体力調査前には、前年度の県平均や自身の昨

年度の結果を振り返りながら、今年度の目標を

設定し取り組ませた。 

  ③ 県教委が作成した「体力優秀賞」や「レベル

アップ賞」を授与し、意欲付けを図った。 

（２）体力向上に向けた取組 

  ① 全校統一のマラソンカードを活用し、学年部

ごとに目標を設定し取り組んでいる。毎週水曜

日の業間時間は「ランランタイム」を設定し、

全校でマラソンに取り組んでいる。 

  ② 県教委のweb運動広場の「長縄８の字跳び」

に全学級で挑戦し、記録向上を目指し体育の時

間はもちろん、休み時間にも積極的に取り組ん

でいる。 

 

 

 

 

（３）行事を活用した取組 

  ① 学区内にある「加護坊山」への全校徒歩遠足

を実施している。往復約１３kmを縦割り班で励

まし合いながら最後まで歩ききった。 

  ② 隣接する田尻総合体育館グランドのクロスカ

ントリコースを活用し、校内持久走記録会を実

施し、自身の記録に挑戦しながら取り組んだ。 

 

 

 

 

 

５ 今後の課題 

  体力調査の結果から見えてきた課題種目について、

体育の時間などの補強運動の工夫を教員間で共有し

全校で取り組む必要がある。また、運動の日常化を

目指し、環境整備も行っていきたい。 

大崎市立沼部小学校 

強くたくましい子の育成を目指し、学校教育活動全体を通じた体力向上の取組 

握力 上体起こし 長座 反復横跳び ５０ｍ シャトルラン 立ち幅跳び ソフトボール投げ AB-DE（％）

1年男子 R5 ▼ △ △ △ ▼ ▼ ▼ △ 8

R4 ▼ ▼ △ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ -30

R5 ▼ △ △ △ ▼ ▼ ▼ △ -11

R4 ▼ △ ▼ ▼ △ △ ▼ ▼ -17

R5 ▼ △ △ ▼ ▼ △ ▼ ▼ -11

R4 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ △ -31

R5 ▼ ▼ △ △ ▼ ▼ △ △ -6

R4 ▼ △ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ △ -50

R5 ▼ ▼ △ △ ▼ ▼ ▼ △ -38

R4 ▼ ▼ △ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ -50

R5 ▼ ▼ △ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ -20

1年女子 R5 ▼ ▼ △ ▼ △ △ ▼ △ 13

R4 ▼ △ △ ▼ ▼ ▼ ▼ △ -22

R5 ▼ △ △ △ ▼ ▼ ▼ △ 0

R4 ▼ △ △ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ -35

R5 ▼ ▼ △ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ -56

R4 ▼ ▼ △ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ -5

R5 ▼ ▼ △ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ -5

R4 ▼ ▼ △ △ ▼ ▼ ▼ ▼ -28

R5 ▼ ▼ △ △ △ ▼ ▼ △ 5

R4 ▼ ▼ △ △ ▼ ▼ ▼ △ 0

R5 ▼ ▼ △ △ △ △ ▼ △ 7

3年女子

4年女子

5年女子

6年女子

2年男子

3年男子

4年男子

5年男子

6年男子

2年女子



 

 

 

 

１ 学校規模 

（１）児童（生徒）数 

   男子 １７人 女子 ２５人 計 ４２人 

（２）学級数 

   ６学級（特別支援学級１学級） 

 

２ 学校や児童（生徒）の実態 

（１）スポーツを習い事として行っている児童は

全体で約４割である。習い事をしていなくと

も運動が好きな児童は多く、休み時間にはほ

とんどの児童が外で遊んでいる。 

（２）肥満傾向にある児童が２０％近くいる。男

子は３つの学年で、女子は４つの学年で県及

び全国平均体重を上回っている。 

（３）ほとんどの児童が島内に在住しているが、

野生動物との遭遇など安全面から、登下校の

送迎の割合が多い。 

 

３ 取組の成果 

（１）総合評価の割合 

 A B C D E 

人数 7 人 16 人 15 人 3 人 1 人 

割合 
17％ 38％ 36％ 7％ 2％ 

91％ 9％ 

 

（２）特に向上した測定項目別の記録 

①２０メートルシャトルラン 

 昨年度の全国との差 今年度の全国との差 

3 年(男) 11.6 12.5 

3 年(女) 10.1 7.7 

4 年(男) 9.2 14.3 

4 年(女) －2.1 1.0 

5 年(男) －0.7 6.0 

5 年(女) 5.8 7.9 

6 年(男) 3.0 14.8 

6 年(女) 0.9 17.5 

②立ち幅跳び 

 昨年度の全国との差 今年度の全国との差 

3 年(男) －20.5 0.7 

3 年(女) 7.7 20.4 

4 年(男) 3.2 14.6 

4 年(女) －8.9 －6.1 

5 年(男) －14.5 0.2 

5 年(女) －3.5 14.8 

6 年(男) －6.4 4.8 

6 年(女) 1.6 13.2 

 

 

 
 
４ 具体的な取組と児童（生徒）の反応 
（１）ICT を活用した授業作り 
  タブレットを使って動画を撮り合い、改善点
を見付けるなど、ICT を活用し伝え合いを意識
した指導過程を工夫した。 

  

（２）運動したくなる環境整備 
  グラウンドやサッカーコートなどのラインを
常に整備してきた。 
地域名等を入れた学校独自のマラソンカード

を作り、自分が走った距離を可視化させること
で意欲的に取り組めるようにした。 
また、一輪車や竹馬遊びの推奨をし、様々な

運動能力を高められるようにした。 

   
（３）異学年との学び合いの場 
  体育科の授業は学年部ごと、２学年合同で行
っている。ペアやグループを異学年で組むこと
で、学年を意識し互いに高め合うことができる
関係が生まれている。 

  また、体力テストは全校一斉に行っており、
上学年が下学年に測定のポイントを教える場面
も見られる。 

  

５ 今後の課題 
（１） Web マラソン大会の継続 
  今年度、夏休み明けから新たに導入した。マ
ラソンカードの他にも、さらに走りたくなる工
夫を考えていく。 

（２） Web 縄跳び大会への参加 
  個人、学年、縦割り等で縄跳びに取り組み、運
動に励むきっかけとしたい。 

（３）握力測定コーナーの設置 
今年度の体力テストにおいて、全学年の課題

となった握力を常時測定できる場を設け、握力
向上に対する意識を高めていきたい。 

（４）徒歩登校の推奨 
  校門前までの送迎でなく、少し前で下ろし歩
かせるなどの協力を家庭に呼び掛けたい。 

気仙沼市立大島小学校 

体力・運動能力向上に向けた授業改善 

 



 

 

 

 

 

１ 学校規模 

（１）児童数 

   男子 117 人 女子 153 人 計 330 人 

（２）学級数 

   15 学級（特別支援学級３学級） 

２ 学校や児童の実態 

本校は今年度，開校 85 年を迎え，学区には東照

宮もあり，多くの地域の方々に見守られている学

校である。そのため，穏やかで人懐っこく素直な

性格の児童が多い。 

 令和３年度に行った「仙台市体力・運動能力調

査」では，全 48 種目中，男子では 36種目（75％），

女子では 38 種目（約 79％）で仙台市平均を下回っ

ていた。特に「反復横とび」，「20ｍシャトルラン」，

「50ｍ走」，「立ち幅とび」では，ほぼ全学年で市平

均を下回る結果だった。 

３ 取組の成果 

本校は昨年度，仙台市より「健康教育推進校（２

年間）」の指定を受けた。 

研究１年目でストラックアウトやボール遊びに

重点的に取り組んだため，今年度（令和５年度）の

新体力テストでは，「ソフトボール投げ」で６学年

中，男子５学年，女子４学年で市平均を上回った。

また昨年度，マラソンタイム（３分間走）に取り組

んだため，「20ｍシャトルラン」では男子５学年で

市平均を上回った。 

つまり教師が意識して取り組んだことについて

は，児童が遊び等を通して，自然と体の動かし方

を考えて運動できるようになってきたと思われる。 

４ 具体的な取組と児童の反応 

（１）的当て・ストラックアウトの遊び場の設置 

・校庭の体育館前ネットに的と数字カードを貼 

って行った。 

・的当ては，ダーツの   

ような的に向かって   

投能力向上のための 

用具を投げて遊ぶ場 

所とした。この用具 

は長いものと短いも 

のを計８本用意し 

た。（長いロケットの 

方が弧を描くように投げることが難しい。） 

・ストラックアウトは，１～９の数字の的に向 

かって小さい穴あきボールなどを投げ，ビン 

ゴのように遊ぶ場所とした。特に，低・中学年 

 

 

 

 

 

 

の児童が夢中になって遊ぶ姿が見られた。 

（２）月１回の体育朝会の実施 

・奇数学年の日，偶数  

学年の日と分けて実 

施した。 

・校庭では３～５分間  

走や長なわ，体育館  

では体つくり運動や 

短なわを行った。（新 

体力テストで課題だった「体の柔らかさ」と 

「起き上がる力」を向上させるために，スト 

レッチとバランス運動を継続して行った。） 

（３）体育委員会による運動イベントの実施 

・ドッジボール大会や長なわ大会を冬に実施し，

ルールなどは体育委員会児童が話し合って考

え，児童が主体的に取り組めるようにするこ

とを意識した。例えばドッジボール大会では，

３年生対４年生の試合で，「４年生のコートを

狭くする」というハンデを考えた。 

（４）体力テストでの保護者ボランティアの活用 

・体育館種目（反復横とび，立ち幅とび，上体起

こしなど）と校庭種目（ソフトボール投げ，50

ｍ走）で，20名程度の方々に記録測定の補助

に入ってもらった。 

・保護者の方々からは，「子供たちがやっている

ことが分かって良かった」,「自分たちもやっ

てみたい」という感想があった。 

５ 今後の課題 

運動に進んで取り組む子と，そうでない子との

二極化はまだ見られる。また，以前と比べて運動

時間や運動機会が制限されたことに加え，新型コ

ロナウイルス感染症の流行により，運動経験その

ものが減少したことも要因となり，本校児童の体

力そのものが低下傾向にある。 

休み時間の遊び環境の充実だけではなく，やは

り普段の体育授業の充実も合わせて必要である。

体育の授業では，「できた」喜びを味わわせながら，

しっかりと児童の運動量を確保し，運動の日常化

につなげていきたい。また，Chromebook を用い

るなどして，自分の体の動きを客観的に見る時間

も確保した授業を目指していきたい。 

仙台市立北六番丁小学校 

たくましく健康に生活しようとする児童の育成 ～「運動習慣」の実践を中心に～ 

 



 

 

 

 

１ 学校規模 

（１）生徒数 

   男子１７８人 女子１４８人 計３２６人 

（２）学級数 

   １７学級（特別支援学級７学級） 

 

２ 学校や生徒の実態 

（１）平成 31 年に旧白石市立南中学校と統合し、

学区が広範囲となった。登下校において、バ

ス通学生徒や保護者による送迎の生徒も多く、

日常的に運動する時間が短い。 

（２）全学年の男女両方で、体重の平均値が全国・

県の両方と比較し、高い。 

（３）通年 17時下校、平日の部活動は月・水・金

3日間のみの活動としている。 

 

３ 取組の成果 

（１）全国と比較した本校２学年生徒の体力テストの状況（偏差値）  

 男子 女子 

握力 ５４．２ ５５．５ 

上体起こし ５１．１ ５６．５ 

長座体前屈 ５５．２ ５７．３ 

反復横跳び ５６．１ ５５．７ 

２０ｍシャトルラン ４７．５ ４９．１ 

５０ｍ走 ５２．４ ５３．７ 

立ち幅跳び ５０．５ ５０．１ 

ハンドボール投げ ４９．１ ５１．５ 

体力合計点 ５４．１ ５６．２ 

多くの種目で全国平均を上回っているが、全

身持久力が課題である。 

※斜体、太字が全国平均を上回っている種目 

（２）２学年の体力テスト、総合評価の割合（％） 

 A B C D E 

男子 10 45 25 17.5 2.5 

女子 40.5 35.1 18.9 5.4 0 

  （A＋B）評価の割合が男子は５５％、女子は

７５．６％と、半数以上が高い評価を示した。 

 

４ 具体的な取組と生徒の反応 

（１）体力向上のための具体的な目標の設定 

  前年度の体力テストの結果を生徒に確認させ、

体力の総合評価の目標を設定させる。その目標

を達成するには、体力合計点が何点必要かを把

握させ、1種目で必要な平均得点を計算させる。

平均得点を算出した後に、平均得点以上の点数 

 

 

 

を取れそうな種目の目標は高めに設定したり、反

対に得点を取ることが難しい種目は低めに設定し

たりするなど個々の判断で、各種目の目標点数を

設定させた。 

 体力テストを半分程度実施した後に中間達成度

の確認を行う。目標達成のために残りの種目で何

点獲得する必要があるのかを確認することで、生

徒の意欲を高める効果が得られた。具体的な数値

を基に取り組ませることで、記録を伸ばそうとす

る生徒や、仲間と競い合いながら取り組む生徒が

多く見られた。実際に記録が伸び、目標の点数を

獲得できたという経験が、更に意欲を高める要因

になった。 

 

 

 

 

 

（２）導入時の補強運動、単元構成の工夫 

  各単元に応じた補強運動を設定している。ま

た、運動量確保のためにマネジメント場面の時

間を減らすこと、活動量が増えるような場の設

定を意識して単元を構成するようにした。 

（３）１０００ｍ記録会の実施 

  運動部を中心に体力向上をねらいとした

1000ｍ記録会を実施した。ほとんどの部が参加

し、体力向上に励んだ。 

５ 今後の課題 

（１）課題である全身持久力の改善のために、授

業をはじめ、部活動単位で活動の特性や生徒

の実態に応じたメニューを取り入れていく。 

（２）中学校だけでなく、小学校とも連携した体

力向上のための研修や情報交換等を行い、各

学年の生徒の実態に合わせた取組が的確に行

われるようにする。 

白石市立白石中学校 

生徒の運動意欲を高め、体力向上を図る取組 

～単元構成及び、体力テストの取り組ませ方の工夫を通して～ 

 



１ 学校規模 

（１）児童（生徒）数 

  男子１９８人 女子２０６人 計４０４人 

（２）学級数 

   １５学級（特別支援学級３学級） 

 

２ 学校や児童（生徒）の実態 

（１）学区が広く、ほとんどの生徒が自転車通学

をしているが、送迎の生徒も多い。 

（２）毎年、新体力テストの結果が県平均などと

比較しても低く、問題意識があった。 

（３）学校の敷地や体育館、駐車場などが広く、運

動する環境はかなり整っている。 

 

３ 取組の成果 

 クリケットで主に向上すると思われる体力項目

とその変化をまとめたものが以下の表である。 

すべての項目において前年度よりも記録が上昇

傾向にあることが分かる。 

保健体育の授業でクリケットが導入されたのは、

R４年度からであることを考えると、クリケット

が体力向上に何らかのきっかけを与えていると推

察される。 

 

４ 具体的な取組と生徒の反応 

（１）日本クリケット協会の指導者研修  

日本クリケット協会と仙台大の女子クリケット

日本代表選手とともに指導者向けのクリケット研

修会が夏休み期間に行われた。『クリケットのまち』

として東北地方の中心・戦略的拠点を目指してい

る町と協会による事業で、実際にプレーしながら

クリケットのルールや楽しさを学ぶ機会があった。 

その際に町の小中学校に３セットずつクリケッ

トの道具が贈呈された。本物に

近いボールやバットだけでな

く、子供たちへの普及を意識

し、軽いバットやテニスボール

素材の大きいボールも送られ

た。野球のバットなどで類似し

たゲームはできるが、見たこと

もない道具でプレーする楽し

さを感じていたようである。 

 

（２）クリケットの実践と生徒の反応 

 ベースボール型競技はルールが難解なものが多

い。しかし、クリケットは、１時間もあれば試合が

できるくらいルールが分かりやすく、動画を見て

イメージづくりをすると関心をもって取り組んだ。

ゲーム中心に行ったが、経験者がいないというこ

ともあり、皆実力が、きっ抗こうした状態である

ことも白熱した試合展開を後押しした。 

 

（３）クリケットの効果 

①ボール投げ向上の考察 

 クリケットのゲーム中にボールを投げる場面が

あるが、しっかりとプレーを理解して真剣に投げ

る姿が多く見られた。これらがボール投げの Tス

コア向上につながったのではないかと考える。 

②２０ｍシャトルラン向上の考察 

 クリケットは、攻撃

時に２人１組になっ

て、ベースと似た意味

合いの２つのエリア

を何度も往復する。生

徒は楽しくて、夢中で

走っていたが、ハード

な有酸素運動と切り返し動作となる。２０ｍシャ

トルランで必要とされる全身持久力とねばり強さ

が強化されたのではないかと考える。 

 

５ 今後の課題 

（１）クリケットの体力面での好影響を生徒や保

護者に伝え、体力向上への意識を高める。 

（２）『クリケットのまち』であることを生徒に意

識させ、その競技性や面白さを味わわせながら

更なる競技の普及を行う。 

※ 画像は日本クリケット協会のHPより 

亘理町立亘理中学校 

「クリケット」が体力テストに及ぼす好影響 

 

R４ R５ 増減

R４入学（２学年） 42.1 43.8 1.7

R３入学（３学年） 42.2 49.1 6.9

R４入学（２学年） 44.1 44.9 0.8

R３入学（３学年） 38.2 46.7 8.5

R４ R５ 増減

R４入学（２学年） 47.3 51.2 3.9

R３入学（３学年） 45.8 52.9 7.1

R４入学（２学年） 47.3 50.2 2.9

R３入学（３学年） 42.3 47.6 5.3

R４ R５ 増減

R４入学（２学年） 38.1 46.0 7.9

R３入学（３学年） 41.2 46.0 4.8

R４入学（２学年） 42.0 44.7 2.7

R３入学（３学年） 39.9 45.2 5.3

２０ｍシャトルランのTスコア

男

子

女

子

総合点のTスコア

男

子

女

子

ボール投げのTスコア

男

子

女

子

総合点 ボール投げ 20mシャトルラン

２・３学年全体

Tスコア平均増減 4.5 4.8 5.2



 

 

１ 学校規模 

（１）全校生徒数 

男子 210 名 女子 189 名 計 399 名 

（２）学級数 

15 学級（特別支援学級４学級） 

２ 学校や生徒の実態 

（１）運動部活動に加入する生徒が男子 78.2％、女子

64.6％である。生徒の半数以上は継続的に運動に

取り組んでいる。 

（２）全学年の男女の体重が全国平均よりも上回り、

肥満傾向の生徒が増加している。 

（３）学区が広いため、車による送迎や自転車通学が

ほとんどである。車の送迎に頼る生徒が多く見受

けられる。 

３ 取組の成果 

（１）新体力テスト結果分析（一部抜粋） 

   男女ともにほとんどの項目において県の平均

値を上回ることができた。また、上体起こしや３

学年の反復横とび、２学年女子の立ち幅とびにお

いて、全国平均を上回る成果を出すことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※網掛け部分は全国平均を上回った項目である。 

 

 

４ 具体的な取組と生徒の反応 

（１）学習シートの活用 

  昨年の体力テストの結果をもとに自己の体力

を分析し、オリジナルのトレーニングメニューを

考えられるように学習シートを考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 生徒が主体的に鍛える「FU（フルアップ）運動」 

   上半身や下半身、投力別のトレーニングに分け

たり、持久力と筋力の両方を鍛えるサーキットト

レーニングを考えたりするなど、自己の体力向上

という課題に向けて主体的に励む様子が見られ

た。 

 

 

 

 

 

【上半身・下半身のトレーニング】      【投力のトレーニング】 

（３）「Ｗｅｂ運動広場～Ｗｅｂマッスル大会～」の活用 

Ｗｅｂマッスル大会を生徒に紹介したところ、

「他の学校に負けられない」という多くの声が聞

こえ、昨年度より意欲的に新体力テストに取り組

む姿勢が見られた。 

５ 今後の課題 

（１）50ｍ走において、県や全国平均値と比べ全学年

が劣っていることが明らかとなった。今後、「すば

やさ」「力強さ」の向上を目指す運動に生徒が主体

的に取り組めるよう工夫することが課題である。 

（２）体力向上には、体育だけではなく部活動の取 

組も大きく関係している。今後は各顧問（文化部

含む）と連携し、生徒の体力に関して情報共有を

図りながら生徒が主体的に体力向上に努めるこ

とができるような取組を考えていきたい。 

登米市立中田中学校 

         自らの課題を捉え、課題解決に粘り強く取り組む生徒の育成 



 

 

 

 

１ 学校規模 

（１）生徒数 

   男子 97人 女子 88 人 計 185 人 

（２）学級数 

   9 学級（特別支援学級 2学級） 

 

２ 学校や生徒の実態 

（１）運動部に所属している割合は、全体で

65.1％である。 

（２）学区が広く、62.7％が保護者による送迎、

24.3％が自転車、12.4%が徒歩での登下校

となっている。 

（３）肥満傾向児の出現率は 20.2％となり、全

国値、県平均値よりも高い。 

（４）積極的に運動する生徒が多いが、運動・ス

ポーツを行う頻度が週 1回未満の生徒もい

る。 

 

３ 取組の成果 

 ・新体力テストの結果では、1、２年生の体力合

計点が男女いずれにおいても記録が上昇し、

前年より改善した。  

・運動・スポーツの週３回以上実施する生徒の

割合が増加し、週 1 回未満の生徒が全学年と

も全国平均を下回った。 

 ・各運動領域で体力の向上に向けた授業改善を

行ったことにより、「体育の授業でできるよう

になった」と感じる生徒が増加した。また、ロ

イロノートを活用した学習カードの記述から、

運動・スポーツに対する意識の高まりがみら

れた。 

  

４ 具体的な取組と生徒の反応 

（１）各運動領域の内容の定着に資する取組 

  生徒が各運動領域で目標とする力を身に付  

 けることができるように、音楽に合わせて体

を動かす「志波姫グループアップ」を考案し、

授業の導入において実施している。 

「アップリーダー」という役割を作ること

によって主体的に取り組むようになった。運

動領域ごとに取組の内容や場を変更するなど

の工夫によって、興味・関心を高め、楽しみな

がら取り組む姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 
アップの内容 
［バスケットボール］  ［器械運動］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）充実した体育授業にするための学習会 

体育の授業づくりの活性化と児童生徒の体
力向上のため、小中で授業を見合い、検討会
を実施した。小中連携を行うことで、中学校
入学前の実態を確認することできるとともに、
今後の支援の仕方を考えることができた。ま
た、小学校低学年から中学校まで実施してい
る補強運動や補助運動を共有することで、見
通しを持った指導を行うことができた。 

 
（３）ロイロノートの活用   

毎時間の課題と振り返りを記入するロイロ
ノート（アプリ）を活用し、 前回の授業を生
かした授業づくりを行った。 また、振り返り
や教師からのフィードバックを行うことで、
肯定的なコメントや次時に向けての目標を記
入するなど、意欲の向上につながった。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 今後の課題 
・体力の向上に向けた取組が学校だけのものに
ならないよう、さらに小中連携を活性化して
いく。 

・各運動領域で設定したグループアップが発達
段階に応じた内容になっていたかを検証し、
課題を改善し、より一層の体力の向上を目指
していく。 

栗原市立志波姫中学校 

小中連携と体力の向上を図るための授業改善 

 



 

 

 

 

１ 学校規模 

（１）生徒数 

   男子６９人 女子６８人 計１３７人 

（２）学級数 

   １０学級（特別支援学級４学級） 

 

２ 学校や生徒の実態 

（１）令和５年度体力・運動能力調査では握力以

外の全種目で全国平均を下回っている。 

（２）全学年男女共に高度肥満、中等度肥満、軽度

肥満がみられ、肥満児の割合が高い。 

（３）学区が広域であり、スクールバスや家族に

よる送迎で通学している生徒の割合が高い。 

（４）部活動が任意加入になったことで、校外の

クラブチーム等で活動していない生徒または

文化部の生徒は、運動をする機会が限られて

いる。 

 

３ 取組の成果 

（１）肥満傾向児の割合の低下 

肥満傾向児(肥満度 20%以上)の割合（％） 

 ４月 11月 

１年 18.4 13.2（－5.2） 

２年 24.4 22.0（－2.4） 

３年 15.4 16.3（＋0.9） 

全体 19.3 17.2（－2.1） 

 

（２）20mシャトルランの記録向上 

20mシャトルランの回数の平均（回） 

 ５月 11月 

1年男子 61.9 79.7（＋17.8） 

2年男子 70.4 74.9（＋4.5） 

1年女子 35.9 30.7（－5.2） 

2年女子 48.1 54.7（＋6.6） 

   11月の全校トレーニングで計測し、１年女

子以外は５月の記録を上回る結果となった。 

 

４ 具体的な取組と生徒の反応 

養護教諭による保健教育の実施 

（１）生活習慣に関するアンケートの実施 

夏季休業明けにアンケートを実施し、夏休み

中の運動の頻度や時間、運動は好きか嫌いか、

といった運動への意識等を調査した。 

 

（２）１学年保健体育の授業への参加 

①単元「運動の必要性と楽しさ」 

 

 

 

②指導のねらい 

 中学生の時期に運動をすることの必要性を理解

させ、生徒自身が運動時間を確保するためにどの

ような行動を取るべきか、自らの生活に置き換え

て考えることができるようにすることをねらいと

した。 

③指導の内容 

 身近な運動として体育の授業を取り上げ、「体育

の授業が行われる理由を考えよう。」という発問を

通して、運動の必要性について考えた。 

次に、骨粗しょう症を例に挙げ、中学生時代の

運動習慣が生涯の健康に関わることを知ることが

できるようにした。 

最後に、生涯スポーツの理念について触れ、「大

人になっても続けられそうな運動を考えよう。」と

いうテーマで話合いをさ

せた。これによって、生

涯にわたって自分に合っ

た運動を続けていこうと

いう意識を育むことがで

きるようにした。 

 

全校トレーニングの実施 

 三者面談で部活動が実施されない期間に、1、2

年生がトレーニングに取り組んでいる。 

今年度は、11月 13日、

14 日に体力テストの種

目を実施した。５月の記

録を超えられるように

と、意欲的に取り組む様

子が見られた。 

 

５ 今後の課題 

体力低下という健康課題、そして運動の必要性

を生徒自身が自分ごととして捉え、日常生活の中

で運動の機会を確保できているのかということを

十分に検証することができていない。 

来年度以降も、体力・運動能力調査の結果等か

ら生徒の体力や運動の状況を継続的に把握し、指

導の方策を検討する。 

また、全校で取り組む活動を増やし、定期的な

運動の機会を確保すると共に、保健だよりや掲示

物等での情報提供を行い、学校全体で運動の必要

性への意識を高められるようにする。 

栗原市立栗原西中学校 

運動不足による体力低下の改善を図る取り組み～運動の必要性への意識を高める指導の実践～ 



 

 

 

 

１ 学校規模 

(１) 生徒数 

   男子７０人 女子６６人 計１３６人 

(２) 学級数 

   ７学級（特別支援学級２学級） 

 

２ 学校や生徒の実態 

(１) 体育での運動、校庭開放、運動部活動、総

合型地域スポーツクラブ「ＮＥＯ」等におい

て運動に親しむ生徒が多く見られる。 

 (２) 部活動は、運動部活動９種と文化部活動２

種から成り立っており、運動部活動への加入

割合は、男子９４％、女子６５％、全体８０

％である。 

 (３) 運動部活動で依頼している外部コーチにつ

いては、全員がＮＥＯ所属の指導者になるよ

うに学校とＮＥＯで連携しており、地域移行

化に向けた環境整備も進めている。 

 (４) 学区が広く、徒歩登下校だけでなく、保護

者送迎による登下校をする生徒が多い。 

 

３ 取組の成果 

 (１) 新体力テスト総合評価の割合の推移 

  【（Ａ＋Ｂ）％ － （Ｄ＋Ｅ）％】 

性
別 

学年時 １年時 ２年時 ３年時 

男
子 

３学年 ±0.0 -10.0 +30.0 

２学年 -10.0 +27.4  

１学年 ±0.0   

女
子 

３学年 +23.0 +20.0 +34.0 

２学年 +52.1 +73.9  

１学年 +71.4   

   入学時、C・D・Eを占める割合は男子が多い

傾向にあり、学年が上がるにつれてA・Bに推

移する割合が増えている。 

   女子においては、入学時からA・Bを占める

割合が多く、伸び率は低いが、継続してA・B

の割合を維持できたことは成果である。 

 (２) 学校と「ＮＥＯ」との連携 

   「ＮＥＯ」は面瀬地区を拠点に活動する総

合型地域スポーツクラブである。生徒の部活

動指導やスポ少指導等を担うＮＥＯと連携し

ながら生徒への充実した指導を行い、生徒の

運動意欲を引き出すことができた。 

 

 

 

 

 (３) 昼休みの校庭開放 

   昼休みには天候やグラウンド状況を確認し

て校庭を開放し、生徒が屋外で運動に親しむ

環境を整えていることで、運動機会の創出に

つなげることができた。 

 

４ 具体的な取組と生徒の反応 

 (１) 授業運動量の確保 

   体育授業導入に一定距離のランニングや補

強運動、種目毎に体力向上を期待できる運動

を実施し、全体的な体力向上を図った。その

際に関係して高まる体力要素を示し、生徒は

意欲的に取り組んでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 学校と「ＮＥＯ」との連携 

   運動部活動の多くの種目において、外部コ

ーチにＮＥＯ所属の指導者を依頼している。

専門的な指導により、生徒は充実した活動を

送ることができた。 

 (３) 昼休みの校庭開放 

   雨天時や校庭を使えない時を除き、昼休み

に校庭を開放したことで、意欲的に屋外での

運動に取り組む生徒が多く見られた。 

 

５ 今後の課題 

 (１) 学校職員、生徒、保護者、地域が体力低下

問題に対して、共通理解を深める取組を検討

する必要がある。 

 (２) 体育と部活動の両面から体力向上につなが

る運動の実施検討を進める必要がある。 

 (３) 部活動の任意加入や地域移行により、運動

機会が減少する可能性がある。 

 (４) どの学年においても、全身持久力値の平均

が低いため、それに関わる運動を継続的に実

施していく必要がある。 

 気仙沼市立面瀬中学校 

運動習慣を身に付けさせ、主体的に体力向上を目指す生徒を育む取組 



 

 

 

 

１ 学校規模 

（１）生徒数 

  男子 12 人 女子 17人 計 29 人 

（２）学級数 

  ４学級（特別支援学級１学級） 

２ 学校や生徒の実態 

（１）全校生徒 29 人の小規模校である。学区が広

く通学方法は徒歩，保護者の送迎，スクール

タクシーなど様々である。 

（２）３学年は，男子のみなど各学年において，男

女の人数差が見られる。 

（３）部活動は運動部２（ソフトテニス，バドミ

ントン）文化部１（吹奏楽）の３つである。 

３ 取組の成果 

（１）体力テスト 

   ４月と 11 月の結果を比べると，男子は全 

ての種目で向上している。 

 

 男子 女子 

４月 11 月 ４月 11 月 

握力 29.09 29.43 20.87 21.00 

上体起こし 24.45 25.77 22.27 22.57 

長座体前屈 48.91 50.00 43.47 44.13 

反復横とび 55.64 55.67 46.87 44.50 

シャトルラン 67.82 76.00 39.60 37.00 

50m 走 8.18 7.69 9.23 9.15 

立ち幅とび 189.64 208.22 156.93 153.75 

ボール投げ 18.27 19.11 10.20 10.63 

 

４ 具体的な取組と生徒の反応 

（１）保健体育の授業前に補強運動 

   授業前に毎回，３分間走と懸垂・腕立て伏 

せ・腹筋・背筋を各 10回行ってから授業を 

開始した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教職員と共に体力づくり 

若手の教員だけではなく 50 代の職員も生  

徒と一緒に日々体力作りに励み，体力テスト  

も一緒に実施した。 

（３）年間を通した体育館と校庭開放 

昼休みに体育館と校庭を開放し，運動量の確

保に努めた。また，ボールなどの用具の貸し

出しも行い，生徒が自主管理の下に運動を楽

しんだ。 

（４）「ボッチャ教室」の開催 

   数多くの種目を体験し，運動に親しむ態度 

を養うことと，障害者スポーツへの理解を深 

めることを目的として講師の方を招きボッチ 

ャ講習会を開催した。 

５ 今後の課題 

（１）保健体育の授業のみではなく，部活動や地

域スポーツを通して，運動に親しむための支

援の在り方を考える。 

（２）授業前の３分間走や補強運動に工夫をこら

し，生徒がさらに意欲的に取り組めるような

種目や環境整備を行う。 

仙台市立生出中学校 

自己の健康について考えることのできる生徒の育成 

 


